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　過去20年の歴史を刻んできた社会福祉学部は、来春「人間

健康福祉学部」という名称の福祉学部として、新たな歩みを

踏み出すことになりました。今までの社会福祉学部は、「様々

な困難を抱えておられる方々の視点にたって、人間らしい生

活とは何か、それを実現するために、どのような援助が、ど

のような条件が必要とされるのか」についての教育研究に取

り組んでまいりました。そういう伝統を引き継ぐ学部であり

ながら、何故その名称を「人間健康福祉学部」に変えたので

しょうか。ここでは、私たちがこの新しい名称の福祉学部に

託した「新しい福祉への想い」についてお伝えしたいと思い

ます。

　先ず、今回の新学部では、様々な福祉理念の中でも、全て

の人の、人権の尊重、自己実現、身体的、精神的、社会的に良

好な状態（健康）を意味する「ウェルビーイング」という理念

を具現化する福祉学部にしたい、ということでした。

　というのも、福祉というと、一般に、今から半世紀以上も

前に制定された「社会福祉事業法」の第3条に示されているよ

うなイメージとして、つまり、「援護・育成または更生の措置

を必要とする者を、正常な社会人として生活できるように援

助すること」（一部抜粋）として捉えられていたように思いま

す。どちらかと言うと、消極的で暗くてネガティブなイメー

ジです。しかし、時代も変わり、福祉の世界も確実に変わり

ました。例えば、福祉サービスも保育や介護などを中心にご

く一般的な人が利用するものになってきました。福祉の価値

観も人間の尊厳、個人の尊重、自己実現、そして生活の質と

いったものを重視するようになっています。また、福祉サー

ビスの方法や内容も、保護から自立支援へ、消極的な事後救

済から積極的な福祉増進や生き甲斐づくりへ、と変わってき

ています。こうしたことから、本学の福祉学部も、この現代

という時代に相応しい「ウェルビーイング」という理念を掲

げ、その具現化に取り組むことにしました。

「人間健康福祉学部」 に託した

 「新しい福祉への想い」
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